
 

地下鉄駅舎及びバス車両を利用して小学生が障害者の疑似・介助体験

～仙台市交通局がバリアフリー教室を開催します～

東北運輸局プレスリリース 《発表記者会：東北電力記者会》

宮城県政記者会》

令和元年 １１月 ８日

国土交通省 東北運輸局

国土交通省東北運輸局では、少子高齢化が急速に進行していることや障害者の積極的

な社会参加を後押しし、みんなが行動しやすい環境づくりを目指しております。

この度、仙台市交通局（協力：東北運輸局）による「心のバリアフリー」の気持ちを

育て、さらに前進させることを目的とした、バリアフリー教室（①車いす利用者の疑似

・介助体験、②視覚障害者の疑似・介助体験、③地下鉄駅舎及びバス車両のバリアフ

リー施設見学）を以下のとおり開催します。

＜実施概要＞

【日時】

①令和元年１１月１５日（金）９：３０～１４：３０

②令和元年１１月２２日（金）９：３０～１４：３０

【場所】

地下鉄勾当台公園駅、地下鉄仙台駅、市営バス木町通駐車場

【参加者】

①仙台市立通町小学校３年生（２クラス、５５名）

②仙台市立旭丘小学校５年生（２クラス、６２名）

【主催】

仙台市交通局

【協力】

仙台市障害者福祉協会、仙台市視覚障害者福祉協会、仙台市社会福祉協議会、

仙台市立通町小学校、仙台市立旭丘小学校、東北運輸局

【申込先】

仙台市交通局 鉄道管理部営業課 ＴＥＬ：０２２－７１２－８４３６

【申込締切】

開催日前日の１７時までに上記申込先までご連絡ください。

♡心のバリアフリーでみんながバリアを感じない社会を目指します

《内容に関する問い合わせ先》

東北運輸局 交通政策部 消費者行政・情報課 荒関、林

ＴＥＬ：０２２－７９１－７５１３ ＦＡＸ：０２２－７９１－７５３９


